
機
械
工
業
地
域
成
立
の
基
盤

|
|
明
治
期
を
中
心
と
し
て
l
l
l

竹

J字

内

彦

一
、
序

論

産
業
機
械
、
輸
送
機
械
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
、
そ
れ
に
工
作
機
械
な
ど
を
含
む
機
械
工
業
は
今
日
わ
が
国
工
業
躍
進
の
一
大
原
動

力
と
な
り
、
工
業
地
域
形
成
上
主
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
明
治
期
に
お
け
る
存
在
は
、
す
で
に
明
治
二
十
年
代
に

機械工業地域成立の基盤

産
業
資
本
と
し
て
確
立
を
み
た
紡
績
業
な
ど
に
く
ら
べ
て
著
し
く
小
さ
く
、
機
械
類
の
圏
内
生
産
額
が
輸
入
額
を
上
回
る
時
期
|
!
こ
れ

を
産
業
の
確
立
期
と
す
る
な
ら
ば

l
lは
よ
う
や
く
明
治
四
二
年
(
一
九
O
八
)
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
数
字
の
う
ち
造
船
業
が

四
一
括
を
も
占
め
て
お
り
、
そ
れ
を
除
い
た
機
械
部
門
の
確
立
期
は
第
一
次
大
戦
後
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
治
期
の
機
械
工
業
の
展
開
に
つ
い
て
、
最
大
の
部
円
で
あ
る
造
船
業
を
対
象
と
し
た
研
究
は
多
い
。
し
か
し
、

の
ち
に
機
械
工
業
発

展
の
主
軸
と
な
る
べ
き
一
般
機
械
や
電
気
機
械
を
含
め
機
械
工
業
の
地
域
的
展
開
を
多
角
的
に
分
析
し
た
研
究
は
な
い
。

わ
が
国
の
近
代
工
業
の
発
展
と
そ
の
地
域
形
成
を
論
ず
る
上
で
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
機
械
工
業
に
つ
い
て
総
合
的
分
析
を
深
め
る
事
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の
意
義
は
大
き
い
。
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ま
た
世
界
的
視
野
か
ら
も
高
度
成
長
を
と
げ
る
日
本
工
業
の
中
核
で
あ
る
機
械
工
業
発
展
の
素
地
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
な

く
し
て
後
進
国
の
機
械
工
業
開
発
を
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
機
械
工
業
の
一
つ
と
し
て
統
計
上
扱
わ
れ
て
い
る
造
船
業
は

確
か
に
か
な
り
の
機
械
類
を
組
立
て
る
工
業
で
は
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
む
し
ろ
建
設
業
と
類
似
し
て
お
り
、
本
工
業
を
も
っ
て
機
械
工

業
全
般
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

筆
者
は
、
確
立
期
以
前
、
す
な
わ
ち
、
明
治
期
を
中
心
と
す
る
機
械
工
業
を
対
象
と
し
、
分
析
の
中
心
を
造
船
以
外
の
部
門
に
お
き
な

が
ら
、
主
要
工
場
の
発
展
動
向
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
的
展
開
の
状
態
を
マ
ク
ロ
に
把
え
、
機
械
工
業
地
域
成
立
発
展
の
諸
類
型

お
よ
び
地
域
形
成
の
原
動
力
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ニ
、
機
械
工
業
の
地
域
的
展
開

付

機
械
技
術
の
移
入
|
|
明
治
期
以
前
|
|

明
治
期
以
前
に
お
け
る
近
代
的
な
機
械
技
術
の
移
入
は
、

ま
ず
ペ
ル
リ
来
航
以
来
幕
府
や
各
藩
が
造
兵
、
造
艦
の
た
め
の
工
場
を
建
設

し
、
輸
入
兵
器
の
修
理
、
兵
器
の
生
産
、
軍
艦
の
建
造
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
幕

作
所
へ
統
合
)
、
関
口
大
砲
製
作
所
(
江
戸
、
大
砲
を
産
し
、

営
の
湯
島
鉄
砲
製
作
所
(
江
戸
、
大
砲
と
小
銃
を
産
し
、
す
で
に
旋
盤
を
使
用
し
て
い
た
。
の
ち
に
水
道
利
用
の
不
利
か
ら
関
口
大
砲
製

の
ち
に
砲
兵
工
廠
と
な
る
)
、
長
崎
製
鉄
所
、
薩
摩
藩
集
成
館
、
佐
賀
藩
鉄

製
鋳
砲
局
、
石
川
島
造
船
所
な
ど
が
お
も
な
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
工
場
の
技
術
的
知
識
は
蘭
書
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
な
か
で
薩
摩
、

佐
賀
、
長
崎
の
三
工
場
で
は
当
時
の
世
界
に
お
け
る
先
進
機
械
工
業
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
機
械
を
輸
入
し
、
そ
の
直
接
指
導
を
う
け
て

、
h-o

tv
手
L
ド



ま
ず
、
長
崎
製
鉄
所
の
歴
史
は
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
幕
府
の
海
軍
伝
習
所
が
お
か
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

の
ち
安
政
四
年
舶
用

機
械
の
修
理
、
建
造
を
目
的
と
し
て
稲
佐
郡
飽
之
浦
に
製
鉄
所
建
設
を
行
う
に
至
っ
た
も
の
(
文
久
元
年
完
成
)
で
あ
る
。
長
崎
の
地
ヒ

製
鉄
所
を
設
け
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
質
問
、
伝
習
の
便
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
①
o

伝
習
所
時
代
長
崎
で
教
育
を
受
け
た
も
の
の
数
は

一
九
八
人
で
あ
る
が
、
そ
の
所
属
は
幕
府
六
九
、
佐
賀
藩
四
八
、
鹿
児
島
藩
二
ハ
、
熊
本
藩
五
、
福
岡
藩
二
八
、
山
口
藩
一
五
、
津
藩
一

二
、
福
山
藩
四
、
掛
川
藩
一
と
な
り
、
幕
臣
以
上
に
西
国
諸
藩
士
が
多
く
、

と
く
に
佐
賀
藩
の
伝
習
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
明
治
維
新

の
展
開
、

お
よ
び
そ
の
後
の
工
業
発
展
の
姿
と
照
し
合
わ
せ
て
興
味
深
い
。

同
製
作
所
は
工
作
機
械
を
有
し
、

か
つ
蒸
気
力
を
用
い
る
わ
が
国
最
初
の
機
械
工
場
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
ド
ン
ト
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
が
「
日
本
人
は
蒸
気
機
関
製
造
に
つ
い
て
全
く
知
識
な
し
、
不
完
全
な
る
熔
鉱

炉
、
鋳
工
場
、
品
質
劣
悪
な
る
鉄
、

不
完
全
な
る
機
械
、
未
熟
な
る
職
人
:
:
:
意
志
は
あ
れ
ど
も
手
段
に
お
い
て
欠
く
と
こ
ろ
多
し
」

(
工
部
省
沿
革
報
告
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
機
械
の
生
産
は
不
振
で
あ
っ
た
。

機械工業地域成立の基盤

次
に
、
石
川
島
造
船
所
は
機
械
九
七
四
点
を
有
し
て
お
り
、
船
舶
九
隻
の
建
造
と
一
隻
の
改
造
と
を
行
っ
て
い
る
。
と
く
に
千
代
田
丸

(
邦
人
の
み
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
建
造
さ
れ
た
蒸
気
船
、
製
作
に
四
ヶ
年
を
要
し
た
)
に
は
長
崎
製
の
蒸
気
機
関
と
ボ
イ
ラ
ー
、
佐
賀
藩

製
(
田
中
久
重
が
製
作
)

の
気
缶
が
塔
載
さ
れ
て
い
た
。

長
崎
製
鉄
所
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
機
械
類
を
大
量
に
輸
入
し
な
が
ら
ま
っ
た
く
別
の
運
命
を
た
ど
る
の
が
佐
賀
藩
で
あ

る
O 
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佐
賀
藩
は
全
国
に
先
が
け
て
反
射
炉
を
建
造
し
た
の
を
は
じ
め
、
す
で
に
蒸
気
船
や
蒸
気
車
の
研
究
を
行
う
(
田
中
久
重
が
模
型
を
作

成
)
な
ど
す
ぐ
れ
た
技
術
を
有
し
て
い
た
が
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
い
た
り
船
舶
修
理
工
場
を
長
崎
付
近
に
建
設
す
る
こ
と
を
計
画
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し
、
約
九
万
両
に
の
ぼ
る
機
械
類
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
す
る
。
し
か
し
同
藩
で
は
財
政
難
の
た
め
に
こ
の
計
画
を
遂
行
す
る
こ
と
が
不

可
能
と
な
り
、
そ
の
機
械
類
は
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
す
べ
て
幕
府
に
献
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
②
O

こ
の
機
械
は
そ
の
の
ち
、
長
崎
↓
兵
庫
↓
横
浜
製
鉄
所
↓
赤
羽
工
作
分
局
と
移
動
を
く
り
か
え
し
て
行
く
が
、
国
際
関
係
の
変
化
お
よ

び
工
業
技
術
の
方
向
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。

横
須
賀
製
鉄
所
は
江
戸
に
近
く
造
艦
工
場
を
建
設
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
佐
賀
藩
献
納
の
機
械
を
使
用
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
旺
盛
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
依
存
を
フ
ラ
ン
ス
中
心

に
切
替
え
、

ツ
i
ロ
ン
製
鉄
所
を
範
と
す
る
事
と
な
っ
た
。
木
製
作
所
は
「
西
式
工
業
の
創
起
場
た
る
を
以
っ
て
有
事
仏
国
海
軍
士
官
の

指
南
に
よ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
:
:
:
下
僚
職
工
は
仏
国
海
軍
所
轄
の
各
工
廠
及
横
浜
碇
泊
の
仏
国
海
軍
よ
り
撰
用
す
べ
し
」
と
さ
れ
、
佐
賀

藩
献
納
の
オ
ラ
ン
ダ
製
機
械
類
は
わ
ず
か
に
同
製
鉄
所
の
準
備
工
場
た
る
横
浜
製
鉄
所
に
お
い
て
そ
の
一
部
が
使
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

し、。
当
時
各
藩
等
の
技
術
は
決
し
て
閉
鎖
的
な
も
の
で
は
な
く
、
土
佐
藩
の
鉄
砲
師
が
鍛
冶
工
を
伴
っ
て
鹿
児
島
に
学
ぶ
な
ど
、

と
く
に
西

国
各
藩
聞
の
技
術
交
流
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。

各
工
場
の
職
工
と
し
て
は
鋳
物
師
、
細
工
師
、
鍛
冶
職
人
な
ど
が
主
に
当
っ
て
お
り
、
横
須
賀
で
は
と
く
に
江
戸
の
鉄
砲
師
が
多
か
っ

た
。
農
民
に
つ
い
て
は
募
集
は
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
成
績
は
芳
し
く
な
く
工
業
生
産
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
か

ろ
う
。
た
と
え
ば
慶
応
三
年
の
横
須
賀
製
鉄
所
に
つ
い
て
「
製
鉄
奉
行
は
横
須
賀
地
方
の
各
村
に
お
い
て
十
才
以
上
の
少
年
を
徴
募
し
、

之
を
職
工
生
徒
と
為
さ
ん
と
せ
し
に
村
民
の
知
識
ま
っ
た
く
進
ま
ず
、
生
計
の
程
度
も
極
め
て
低
き
が
故
に
、
募
に
応
ず
る
も
の
は
唯
わ

ず
か
に
横
須
賀
村
農
民
勝
右
衛
門
の
長
男
以
下
九
名
に
過
ぎ
ぎ
り
き
」

(
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
第
一
巻
)
と
記
さ
れ
て
い
る
@
o



当
時
、
ま
っ
た
く
の
後
進
国
で
あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
、
欧
米
先
進
諸
国
の
工
業
技
術
を
導
入
し
、
そ

れ
を
定
着
さ
せ
、
発
展
せ
し
め
、
か
つ
国
産
化
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
行
く
の
は
、

一
つ
に
は
武
士
階
級
の
知
的
水
準
の
高
さ
④
と
一
つ
に
は

こ
の
鋳
物
、
鍛
冶
、
飾
な
ど
の
職
人
を
中
心
と
す
る
か
な
り
高
い
在
来
技
術
、
技
能
、

と
生
産
体
系
が
存
在
し
、
先
行
産
業
と
し
て
そ
の

発
展
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
ア
ジ
ア
諸
国
で
工
業
化
へ
の
努
力
が
払
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
多
く
が
失
敗

あ
る
い
は
初
期
の
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
在
来
技
術
、
す
な
わ
ち
定
着
を
可
能
に
す
る
素
地
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
お
り
「
石

こ
ろ
に
水
中
を
泳
が
せ
る
」
の
類
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
と
い
え
よ
う
o

一
方
幕
末
ま
で
に
わ
が
国
に
お
い
て
鉱
山
業
が
幕
営
、
藩
営
に
よ
っ
て
か
な
り
の
発
達
を
み
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
鉱
山
で
の

機
械
使
用
は
せ
い
ぜ
い
、
木
製
掲
鉱
機
(
佐
渡
鉱
山
)
、
巻
上
機
(
宇
部
炭
鉱
)
、

フ
イ
ゴ
(
釜
石
製
鉄
所
)
位
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
機
械
生

産
の
息
吹
き
は
み
ら
れ
な
い
⑤
O

そ
の
他
、
藤
永
田
な
ど
大
阪
に
は
か
な
り
大
き
な
民
間
造
船
所
が
あ
っ
た
が
、
前
述
の
各
造
艦
工
場
に
く
ら
べ
そ
の
規
模
は
小
さ
く
、

機械工業地域成立の基盤

機
械
生
産
も
も
ち
ろ
ん
行
な
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
欧
米
各
国
で
は
羊
毛
工
業
、
綿
工
業
、
鉱
山
業
な
ど
と
結
び
つ
き
、
営
業
的
性
格
を
も
っ
て
機
械
制
工
業
が
発
達
を
み
て

い
る
の
に
対
し
、

わ
が
国
で
は
沿
岸
防
備
と
い
う
軍
事
的
要
請
が
機
械
制
生
産
開
始
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
諸
機
械

の
生
産
も
こ
の
よ
う
な
性
格
に
大
雪
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。

付

技
術
の
普
及
と
生
産
の
発
生

明
治
期
に
入
り
、
二

O
年
こ
ろ
ま
で
は
政
府
の
富
国
強
兵
政
策
と
殖
産
興
業
政
策
に
よ
り
、
機
械
技
術
が
普
及
す
る
と
と
も
に
そ
の
生
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産
が
発
生
を
み
る
時
期
で
あ
る
。
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①
軍
事
工
場
の
発
展

維
新
政
府
は
ま
ず
幕
府
や
各
藩
の
兵
器
工
場
や
艦
船
製
造
所
を
官
収
し
、
軍
事
工
業
の
再
編
成
を
行
う
o

な
か
で
、
政
府
が
と
く
に
方

を
注
い
だ
の
は
、
す
で
に
幕
府
が
一
五

O
万
ド
ル
を
投
じ
建
設
途
上
に
あ
っ
た
八
横
須
賀
造
船
所
〉
で
あ
る
。
明
治
以
後
も
ほ
ぼ
こ
れ
と

同
額
の
投
資
を
行
い
、
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
に
は
機
械
一
一
六
台
、

蒸
気
機
関
一
八

O
馬
力
、

炉
五

O
基
を
擁
し
、

ま
た
明
治
九
年

に
至
る
と
職
工
一
三
四
四
名
、
請
負
職
工
、
人
夫
四
五

O
名
と
い
う
当
時
と
し
て
は
類
例
の
な
い
巨
大
工
場
に
成
長
し
て
い
る
o

同
造
船

所
は
艦
船
の
ほ
か
、
蒸
気
機
関
(
一
一

O
O
O錘
紡
績
用
な
ど
)
、
鉱
山
用
諸
機
械
(
生
野
鉱
山
用
)
な
ど
の
生
産
も
行
っ
て
い
る
。

そ
の

後
、
幾
度
か
の
整
備
拡
充
を
く
り
か
え
し
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
行
く
o

兵
部
省
管
理
下
と
な
っ
た
〈
石
川
島
造
船
所

V
は
鹿
児
島
集
成
館
よ
り
工
場
係
員
を
徴
し
、
艦
船
と
機
械
の
製
造
、
修
理
を
行
い
、
明

治
四
年
当
時
の
従
業
員
数
は
七

O
名
程
度
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
同
造
船
所
は
敷
地
狭
少
で
あ
っ
た
た
め
、
造
船
部
門
は
横
須
賀
へ
、
ま
た

造
機
部
門
は
築
地
兵
器
製
造
所
へ
移
管
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
そ
の
官
営
工
場
と
し
て
の
使
命
を
了
え
る
。

関
口
大
砲
製
造
所
は
各
藩
の
兵
器
用
機
械
を
官
収
し
、
造
兵
司
の
所
管
と
な
り
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
東
京
製
造
所
、
十
二
年
(
一
八

七
九
)
に
は
八
東
京
砲
兵
工
廠
〉
と
な
る
。
こ
の
工
場
は
明
治
一

0
年
代
に
は
銃
の
大
量
生
産
体
制
を
確
立
し
、

一
七
年
(
一
八
八
四
)
に

は
七
一
一
馬
力
、
二

O
九
四
名
を
擁
す
る
な
ど
官
民
工
場
中
最
大
規
模
を
誇
る
と
と
も
に
六
五
台
の
工
作
機
械
を
生
産
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

長
崎
製
鉄
所
の
機
械
技
術
者
の
一
部
を
移
し
明
治
三
年
(
一
八
七
二
)
大
阪
城
内
に
設
け
ら
れ
た
大
阪
造
兵
司
は
、

の
ち
大

阪
製
造
所
を
経
て
一
二
年
(
一
八
七
九
)
に
は
八
大
阪
砲
兵
工
廠
〉
と
な
り
砲
の
生
産
に
当
る
。

以
上
の
軍
事
工
場
の
う
ち
機
械
生
産
を
行
っ
た
の
は
、
横
須
賀
、
東
京
の
二
工
場
で
あ
る
が
そ
の
生
産
は
徴
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
阪
砲
兵
工
廠
も
全
国
に
先
駆
け
、
大
阪
紡
績
用
の
歯
車
を
生
産
す
る
が
、
あ
く
ま
で
臨
時
的
な
仕
事
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
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②
官
堂
機
械
工
場

殖
産
興
業
政
策
に
も
と
ず
き
工
部
省
は
明
治
四
年
(
一
八
七
四
)
造
船
、
製
鉄
、
製
作
、
通
信
な
ど
一

O
寮
を
お
く
が
、

機
械
工
場
と

し
て
は
長
崎
造
船
所
、
兵
庫
製
作
所
、
そ
れ
に
製
鉄
寮
が
あ
っ
た
。

ま
ず
八
長
崎
造
船
所

V
は
幕
府
か
ら
没
収
当
時
は
そ
の
作
業
量
は
小
さ
く
、
経
営
も
困
難
を
極
め
、
鉄
橋
、
淡
深
機
、
精
米
機
、
印
刷

機
な
ど
も
生
産
し
て
い
た
が
、

工
部
省
移
管
に
よ
り
造
船
所
、
製
作
所
、

工
作
分
局
、
造
船
局
と
名
を
改
め
な
が
ら
官
営
造
船
所
と
し
て

重
き
を
な
し
て
行
く
o

こ
の
間
と
く
に
西
南
戦
争
に
よ
る
発
展
は
大
き
く
、
戦
後
の
規
模
は
従
業
員
四

O
O余
名
を
数
え
て
い
た
。
同
造

船
所
と
加
州
造
船
所
を
基
盤
と
す
る
八
兵
庫
製
作
所

V
(工
作
分
局
)
は
と
も
に
船
舶
の
建
造
修
理
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
生
産

さ
れ
た
機
械
も
蒸
気
機
器
、
汽
缶
程
度
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
機
械
生
産
の
面
で
も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
が
製
鉄
寮
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

か
つ
て
旧
佐
賀
藩
が
オ
ラ

機械工業地域成立の基盤

ン
ダ
か
ら
輸
入
し
、
財
政
難
の
由
に
幕
府
に
献
納
し
、
そ
の
の
ち
転
々
と
そ
の
所
在
を
か
え
、
長
ら
く
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
も
の
が
「
:
:
:
倉
庫
内
に
扉
棄
し
徒
に
錆
腐
せ
し
む
る
を
遺
憾
と
す
。
幸
に
水
路
利
便
の
地
を
得
て
諸
機
械
を
使
用
せ
ば
其
公
益
砂
鮮

な
ら
ざ
る
べ
し
:
:
:
」
)
工
部
省
、
沿
革
、
赤
羽
工
作
分
局
)
と
い
う
の
で
東
京
芝
赤
羽
の
旧
久
留
米
藩
邸
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る。
製
鉄
寮
は
の
ち
に
製
作
所
、
八
赤
羽
工
作
分
局
〉
と
名
称
を
か
え
る
が
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
広
く
官
民
の
需
に
応
じ
諸
機

125 

械
を
製
作
す
る
業
を
お
こ
す
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
局
は
旋
盤
を
は
じ
め
、
二

O
O
O錘
紡
機
十
基
、
蒸
溜
缶
、
メ
リ
ヤ
ス
器
機
か
ら
扇

風
機
ま
で
四
六
種
類
も
の
製
品
を
産
し
、
わ
が
国
唯
一
の
本
格
的
機
械
製
造
工
場
と
称
さ
れ
、
製
作
技
術
の
進
歩
に
貢
献
し
た
。
具
体
的
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な
影
響
に
つ
い
て
、
同
局
が
高
価
な
輸
入
機
械
を
購
入
出
来
な
い
東
京
の
民
間
企
業
の
需
要
に
応
え
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
、
田
中
久
重

(
後
出
)

の
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
の
日
記
に
「
:
:
:
製
作
所
行
キ
職
長
松
井
周
助
殿
ニ
面
会
イ
タ
シ
、

タ
ラ
イ
ハ
ン
(
旋
盤
l
筆
者
注
)

真
棒
壱
本
削
リ
方
頼
ミ
置
キ
候
・
・
・
・
・
・
」

「
:
:
:
赤
羽
製
作
所
タ
ノ
ミ
木
形
持
参
頼
ミ
置
キ
候
:
:
:
」

な
ど
と
書
き
記
し
て
い
る
事
@
か
ら

理
解
で
き
る
。

三
工
作
分
局
の
な
か
で
赤
羽
分
局
は
総
作
業
収
入
で
は
最
低
で
あ
る
が
、
伸
び
率
は
最
も
高
く
、
収
入
額
も
明
治
一
五
年
(
一
八
八
二
)

に
は
長
崎
の
三
分
の
こ
に
達
し
、

兵
庫
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
同
分
局
は
明
治
一
六
年
(
一
八
八
三
)
政
策
変
更
に

よ
り
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
設
備
は
海
軍
兵
器
局
に
移
管
さ
れ
る
事
と
な
る
o

同
分
局
の
存
在
が
の
ち
の
わ
が
国
機
械
工
業
に
及
ぼ
し
た
影
響

は
か
な
り
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

三
工
作
分
局
の
ほ
か
機
械
工
場
と
し
て
は
東
京
三
田
四
国
町
の
八
三
田
農
具
製
作
所
〉
が
あ
る
。
こ
れ
は
内
務
省
の
内
藤
新
宿
試
験
場

が
機
械
の
試
作
研
究
を
行
っ
て
い
た
も
の
を
明
治
一
二
年
(
一
八
七
九
)
移
設
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
生
産
は
、

刻
転
農
具
、
収
穫

器
、
馬
車
、
製
糖
機
、
綿
操
機
、
製
粉
機
、
ポ
ン
プ
、
製
缶
機
、
酪
農
機
な
ど
多
く
の
方
面
に
及
ん
だ
。
同
所
は
の
ち
に
民
聞
に
払
下
げ

ら
れ
京
浜
機
械
工
業
の
源
流
の
一
つ
と
な
る
。

ま
た
大
蔵
省
の
八
紙
幣
寮

V
で
は
製
紙
機
、
抄
紙
機
の
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
民
部
省
開
拓
使
は
札
幌
に
八
札
幌
機
械
製
作
所
〉
を

設
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
工
部
省
は
電
信
寮
内
に
製
機
掛
を
お
き
(
明
治
六
年
、
東
京
赤
坂
)
「
輸
入
電
気
機
器
の
修
理
国
産
化
を
め
ざ
す
」
と
と
も
に
、

潮
留
に
八
電
信
機
械
製
造
所

V
を
お
き
、
プ
ロ
シ
ア
人
を
招
い
て
技
子
、
職
工
の
育
成
に
当
る
。
こ
の
と
き
製
機
掛
の
主
力
と
な
っ
た
の

が
、
佐
賀
藩
の
田
中
久
重
一
門
の
田
中
精
助
(
同
藩
製
錬
方
で
久
重
を
補
け
る
)
、
田
中
大
士
口
(
久
重
の
養
子
)
、
川
口
市
太
郎
(
ベ
っ
工
細
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そ の後の変化
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等

・

軍
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な

工

等
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器

し

賀

経

工
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砲
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所

海

開

工

兵

を

と

兵

廠

る

船
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と

須

を
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ぐ
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作

る
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叩

同

造

等

所

砲

本

な

主

地

社

横

等
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な
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械
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・

軍
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浦

司

る

・

貸

・

て

所

廠

o

'

寧
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を
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所
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パ
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パ
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月

月

月

一

岩
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何

一
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4

4

4

一

座

i
l
l
-
構業産本口
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「
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管
次

lk+l=t明治 1 
幕営関口製作場 !元年4月|軍務官兵器司
(及各藩造兵機械)I /u""，" n I (後に陸軍省)

幕営石川島造船所!元年4月|駅逓局
(後に海軍省)

名場工

元年4月

所

所
開

時

間

開

日
海
日
大
守
工

烈
脱
却
拡
剛
一
昨

神

(

神

(

長

(

日

パ

円

凡

円

刀

d
川
吉

A

A

y

n

o

年

年

年

一
克
一
冗
一
元

副
げ鉄製賀須

仏
4

民営幕

幕営浦賀造船所

幕営横浜製鉄所

3年 2月!兵部省造兵司
(後に海軍省)

4年 2月|兵部省造兵司
(後に海軍省)

旧佐賀藩より幕府
へ献納の製鉄機械
類

加州製鉄所

幕営長崎製鉄所
(小菅・立神支場)

幕営長崎製鉄所備
え付機械

石川|島造船所工作
機械及集成館造兵
機械

薩藩鹿児島集成館

|長州藩萩鋳造所

工
師
)
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
下

に
は
三
吉
正
一
、
沖
牙
太
郎
、

石
黒
慶
三
郎
、
杉
山
鎌
太
郎
な

ど
が
お
り
、
電
信
機
の
製
作
と

修
理
を
一
手
に
引
受
け
て
い

た
。
そ
の
人
と
技
術
は
と
も

に
、
の
ち
に
京
浜
を
中
心
に
電

気
工
業
の
発
展
を
も
た
ら
す
蘭

芽
と
な
る
⑦
O

一
方
、
こ
の
時
期
に
は
紡

績
、
製
糸
、

セ
メ
ン
ト
、
ガ
ラ

ス
な
ど
官
営
の
機
械
制
工
場
が

多
数
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
、
生
野
、
小
坂
、
三
池
、

高
島
、
釜
石
、
阿
仁
な
ど
官
営

鉱
山
も
発
展
を
み
る
(
た
と
え

ば
工
部
省
所
管
鉱
山
の
使
用
動
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し
か
し
そ
の
使
用
機
械
は
殆
ん
ど
外
国
製
機
械
に
依
存
し
て
お
り
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の
育
成
は
問

題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
技
術
と
経
験
は
別
と
し
て
産
業
機
械
生
産
が
成
立
を
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

力
は
九
七
七
馬
力
に
達
し
て
い
た
)
0

な
お
、
明
治
初
期
の
官
営
工
場
、

と
く
に
軍
事
工
場
の
設
立
が
東
京
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、

し
か
も
第
1
表
の
ご
と
く
、

薩
摩

(
集
成
館
)
、
佐
賀
な
ど
の
各
藩
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
人
と
技
術
、

お
よ
び
機
械
生
産
の
各
地
に
お
け
る
萌
芽
を
つ
み
と
る
形
で
進
行
し

た
こ
と
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

③
民
間
に
お
け
る
機
械
生
産

官
営
工
場
に
く
ら
べ
民
聞
に
お
け
る
機
械
生
産
は
低
調
で
あ
っ
た
。

明
治
三
年
(
一
八
七
O
)
鹿
島
万
兵
衛
が
鍛
冶
屋
を
集
め
紡
績
機

械
を
生
産
し
た
の
が
機
械
ら
し
い
機
械
が
民
間
で
生
産
さ
れ
た
晴
矢
と
い
え
る
。
そ
の
鋳
物
は
川
口
か
ら
、
歯
車
は
中
島
工
場
(
後
出
)

か
ら
得
て
い
た
。

そ
の
他
、
二

l
二
一
の
事
例
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
日
本
機
械
工
業
の
源
流
と
し
て
田
中
久
重
と
そ
の
工
場
を
あ
げ
な
い
わ
け
に
は

、当
h
h
h

、。

、
L
V

、明

μ
ふ
七
九
、

v

田
中
久
重
(
儀
右
衛
門
)
は
ベ
っ
甲
細
工
師
を
父
と
し
て
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
久
留
米
で
生
ま
れ
る
。

子
供
の
頃
よ
り
各
種
の

発
明
を
行
い
「
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
」
の
名
で
よ
ば
れ
、

の
ち
に
か
ら
く
り
師
と
し
て
、
和
時
計
、
照
明
器
具
、
消
水
ポ
ン
プ
、
万
年
自

鳴
鐘
な
ど
多
数
の
器
機
を
発
明
、
製
作
し
、
京
都
で
は
御
所
か
ら
御
用
時
計
師
と
し
て
近
江
大
嫁
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
③
O

の
ち
に
彼

は
当
時
科
学
的
に
も
っ
と
も
進
ん
で
い
た
佐
賀
藩
精
錬
方
に
招
か
れ
、
舶
用
機
関
、
機
関
車
模
型
、
蒸
気
船
を
造
っ
た
ほ
か
、
自
ら
考
案

し
た
小
銃
製
造
機
械
に
よ
っ
て
二
万
丁
余
の
小
銃
を
製
造
し
て
い
る
。
品
川
台
場
の
大
砲
五

O
門
も
久
重
の
生
産
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

維
新
後
の
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
七
五
才
の
時
上
京
し
、

芝
西
久
保
神
谷
町
に
「
珍
器
製
造
所
」
を
ひ
ら
き
、

佐
賀
藩
の
経
験
を
生



か
し
、
工
部
省
の
注
文
を
う
け
て
モ
ー
ル
ス
機
を
生
産
し
た
の
が
東
京
で
の
第
一
歩
で
あ
る
。

つ
い
で
明
治
八
年
(
一
八
七
六
)

新
橋
の

南
金
六
町
に
「
諸
器
機
製
造
所
」
を
設
け
、

工
部
省
注
文
の
電
信
機
、
生
糸
試
験
機
な
ど
を
生
産
す
る
か
た
わ
ら
、
そ
の
庖
頭
に
「
万
般

ノ
機
械
考
案
ノ
依
頼
よ
一
応
ズ
」
と
書
い
た
看
板
を
か
か
げ
、
各
種
機
械
の
生
産
に
応
じ
、
す
で
に
こ
の
こ
ろ
旋
盤
、
ボ
ー
ル
盤
、

メ
リ
ヤ

ス
機
、
綿
と
り
機
な
ど
を
生
産
し
て
い
た
。
田
中
工
場
と
い
わ
れ
た
同
製
造
所
は
の
ち
に
二
代
目
田
中
久
重
の
代
に
な
り
明
治
十
五
年

(
一
八
八
二
)
芝
浦
に
移
り
、
名
称
を
田
中
製
造
所
と
か
え
職
工
二

O
O人
を
擁
し
、

兵
器
、

通
信
機
な
ど
海
軍
か
ら
の
注
文
に
よ
っ
て

発
展
を
み
る
。
こ
の
工
場
は
そ
の
後
芝
浦
製
作
所
、
さ
ら
に
東
京
芝
浦
電
気
と
発
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
り
、
同
工
場
の
日
本
機
械
工
業

の
上
に
果
し
た
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
、

印
刷
と
活
字
製
造
を
行
っ
て
い
た
平
野
富
二
は
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
石
川
島
造
船
所
跡
地
を
借
用
し
、

石
川
島
平
野
造
船

所
を
設
立
す
る
が
、
そ
の
地
が
船
舶
建
造
の
た
め
の
立
地
条
件
が
不
利
で
あ
る
事
を
考
慮
し
、
製
糸
機
、
舶
用
缶
、
印
刷
機
、
製
織
機
、

製
紙
機
、
電
機
な
ど
各
種
機
械
の
生
産
を
行
い
、
京
浜
の
機
械
工
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
他
、

」
の
時
期
に
は
中
島
工
場
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(
東
京
の
鋳
物
師
で
あ
り
、
幕
末
の
開
陽
丸
に
よ
る
六
人
の
留
学
生
の
一
人
、
帰
朝
後
鉄
工
所
を
設
立
)
、

川
崎
築
地
造
船
所
(
東
京
)
、

小
野
造
船
所
(
兵
庫
)
、
島
津
製
作
所
(
京
都
)
な
ど
が
設
立
を
み
る
@
o

ま
た
、
山
形
で
は
伊
藤
嘉
平
治
に
よ
る
工
作
機
械
生
産
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
で
は
人
力
車
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
⑩

O

前
出
の
鹿
島
、
島
津
、
伊
藤
の
場
合
も
含
め
て
、
鍛
冶
屋
や

鋳
物
業
の
技
術
集
団
が
当
時
の
機
械
生
産
の
う
え
で
か
な
り
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
o

な
お
当
時
、
生
産
の
中
心

地
で
あ
っ
た
東
京
に
お
い
て
工
場
は
京
橋
、
芝
な
ど
に
多
く
、
本
所
、
月
島
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
た
。

@
官
営
工
場
払
下
げ
の
時
期

そ
の
後
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
O
)
の
工
場
払
下
概
則
に
は
じ
ま
り
、

一
0
年
代
後
半
を
中
心
と
し
て
官
営
工
場
の
民
間
へ
の
払
下
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第 2表明治21年の機械工場

場 名 生産品目
数 |馬力

吋農具製作所 l農 具[
1 8 

器械製造所 舶用機械 62 1 14 

岩手|鉄 工 所 l鉄 1 8 

宮城|井 口 工 場|農 具| 1 5 

76 1 40 
350 5 132 
683 4 85 
17 1 3 

100 1 3 

諸咽神語国 仁 所場

60 1 4 
東京 25 1 5 

100 1 

不明;| 45 3 
12 不明

製田 中機儀錬械助製工場
40 Fノ 1/ 

20 1/ 1/ 

三国 造社所 31 1 3 

神奈川 I鋳日本郵船会物社鉄工所場 I 鉄機 L 巨占1 i l 
3 20 

15 1 8 

愛知|衣浦造船所|造 船| 1 

三 重 i鳥羽鉄工所 l // 2 25 

大阪 i大Z阪1時鉄工純所 造益船機械船
2 57 

25 2 6 
150 1 

仕上工場 諾器械 53 1 

113 1 l唱造rl造 船 機 械 i657 5 
兵庫河太場ググ 55 1 12 

有一場 H 85 1 10 I 

長崎 l三菱造船所 i/1 /1 7 230 : 

福 岡 i福岡鉄工所 i諸 器 械 i12 1 5i  

農商務統計表(明治23年)，および産業機械工業会資料による。

なお「明治工業史」によれば，以上の他に大阪中島工場(印刷機)，長崎の松

尾鉄工所(造船)，福岡の渡辺鉄工所，佐賀の谷口鉄工所(機械)，大阪の小野

造船所，東京の佐藤衡器製作所(機械)の存在が知られる。
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各省の直轄工場

所 管
蒸気機関

工 場 名 職工数
数

大 蔵
造 出与 局 6 303人

印 崩Jj 局 9 101 1，949 

陸 軍 東京砲兵工廠 15 300 2，327 

大阪砲兵工廠 11 250 1，460 

富岡製糸場 1 5 425 

千住製紙所 4 260 394 

横須賀造船所 34 399 2，428 

海 軍 省
小野浜造船所 6 11 712 

兵器製造所 7 113 879 

火薬製造所 4 118 189 

第 3表

げ
が
行
わ
れ
る
が
、
機
械
工
場
と
し
て
は
長
崎
造
船
局
(
↓
三
菱
造
船
所
)
、

兵
庫
造
船
局
(
↓
川
崎
造
船
所
)
、
横
浜
造
船
所
(
↓
石
川
島
平
野
)
の
二
一

造
船
所
が
最
も
大
き
く
、
そ
の
他
で
は
勧
農
局
の
三
田
農
具
製
作
所
が
子

安
峻
に
払
下
げ
ら
れ
三
田
機
械
製
作
所
(
当
時
職
工
二
一

O
名、

の
ち
の

東
京
機
械
)
と
し
て
大
を
な
し
た
程
度
で
あ
り
、
利
潤
獲
得
の
場
と
し
て

の
機
械
工
業
は
大
き
な
魅
力
を
も
つ
に
至
つ
て
は
い
な
か
っ
た
。

)
の
時
期
、
民
間
工
場
の
設
立
や
発
展
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
東

京
中
島
工
場
、
大
阪
中
島
工
場
、

田
中
製
造
所
(
東
京
、
海
軍
兵
器
、
通

信
機
、
従
業
員
六
八
三
名
)
な
ど
の
よ
う
に
軍
需
生
産
の
一
部
を
担
う
が

帝国統計年鑑(明治21年)による。

明
工
舎
(
東
京
)
、
二
一
吉
電
機
(
東
京
)
、
奥
村
電
機
(
京
都
)
な
ど
の
よ
う
に

電
気
通
信
事
業
に
依
存
し
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
り
、

ま
っ
た
く
民
需
だ

け
に
頼
っ
て
い
た
の
は
石
川
島
平
野
造
船
所
と
大
阪
鉄
工
所
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
三
吉
電
気
は
電
信
寮
に
あ
っ
た
三
吉
正
一
が
明
治
一

三
田
四
国
町
に
設
立
し
た
も
の
で
、

直
流
発
電
機
、

六
年
(
一
八
八
三
)

絹
巻
線
な
ど
を
考
案
し
、

わ
が
国
強
電
メ
ー
カ
ー
の
祖
と
い
わ
れ
、

の
ち

の
電
機
工
業
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
明
工
舎
は
同
じ
く

電
信
寮
の
中
堅
技
師
で
る
っ
た
沖
牙
太
郎
(
元
安
芸
藩
、
武
具
師
)
が
同
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僚
と
と
も
に
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

電
信
局
の
下
請
に
は
じ
ま
り
、

軍
用
通
信
機
な
ど
の
生
産
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
て
行

く
。
な
お
三
吉
、
そ
れ
に
後
述
の
重
宗
な
ど
い
ず
れ
も
同
郷
人
(
安
芸
藩
)
で
あ
る
事
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

当
時
の
機
械
工
業
の
分
布
を
み
る
と
、
東
京
が
工
場
数
、
馬
力
数
、
職
工
数
の
何
れ
に
お
い
て
も
他
を
圧
倒
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

(第
2
表)。

ま
た
、
明
治
一
五
年
こ
ろ
三
池
、
別
子
、
足
尾
、
夕
張
な
ど
で
鉱
山
機
械
の
修
理
工
場
が
発
生
を
み
て
お
り
、

の
ち
の
発
展
へ
の
基
が

お
か
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
ま
で
は
機
械
生
産
の
試
作
的
段
階
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
第
3
表
を
第
2
表
と
比
較
し
て
み
て
も
わ
か
る

ご
と
く
、
民
間
工
場
の
生
産
規
模
は
も
っ
と
も
大
き
い
と
い
わ
れ
た
川
崎
、
一
二
菱
の
両
造
船
所
や
田
中
製
造
所
を
と
っ
て
み
て
も
、
砲
兵

工
廠
や
横
須
賀
造
船
所
な
ど
に
く
ら
べ
て
か
な
り
低
い
段
階
に
止
っ
て
い
た
。

伺

機
械
工
業
の
成
立

明
治
二

0
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
前
ま
で
、
す
な
わ
ち
明
治
の
中
、
後
期
は
機
械
工
業
が
産
業
資
本
と
し
て
成
立
を
み
る
時
期
で
あ

り
、
そ
れ
は
大
き
く
、
①
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
代
の
機
械
工
業
発
生
期
と
、

②
日
清
、

日
露
両
戦
争
に
よ
る
機
械
工
業
の
拡
大
期

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
機
械
工
業
の
発
生

明
治
初
期
か
ら
官
営
工
場
や
鉱
山
で
蒸
気
力
の
利
用
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
民
間
工
場
に
お
い
て
増
大
す
る
の
は
明
治
二

0
年
代
の

こ
と
で
あ
る
o

ま
た
、
こ
の
時
期
は
民
需
の
発
生
、
拡
大
に
よ
っ
て
、
技
術
者
の
独
立
に
よ
る
工
場
の
二
次
的
集
積
が
行
わ
れ
、

工
業
地
域
発
生
の
蔚



芽
が
み
ら
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。

ま
ず
、
蒸
気
機
関
の
生
産
が
東
京
(
二
)
、
長
崎
、
兵
庫
、
新
潟
(
各
一
)
で
み
ら
れ
る
ほ
か
、
電
力
会
社
の
続
出
に
よ
っ
て
水
車
、
電

球
、
電
信
、
発
電
機
等
の
生
産
が
東
京
で
発
展
を
み
る
。
そ
の
他
筑
豊
地
方
で
松
本
、
安
川
、
貝
島
、
伊
藤
、
麻
生
な
ど
地
元
炭
鉱
資
本

に
よ
り
幸
袋
製
作
所
が
設
立
さ
れ
る
@
の
を
は
じ
め
新
潟
鉄
工
所
(
新
潟
)
も
発
生
す
る
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
(
東
京
五
、
新
潟
、
長
崎
、

兵
庫
各
一
)
、
印
刷
機
、
車
輔
、

工
作
機
械
(
東
京
、
大
阪
)
、
自
転
車
⑫
(
東
京
、
大
阪
・
堺
、
名
古
屋
)
、
時
計
(
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
)

な
ど
が
修
理
か
ら
国
産
化
の
段
階
に
入
る
。

」
の
な
か
で
、

明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
田
中
製
造
所
の
第
一
級
旋
盤
師
(
そ
れ
以
前
に

横
浜
の
西
村
鉄
工
所
で
腕
を
み
が
き
、
砲
兵
工
廠
に
も
勤
務
し
た
)
で
あ
っ
た
池
貝
正
太
郎
が
弟
喜
四
郎
と
二
人
で
池
貝
鉄
工
所
を
設
立

し
、
国
産
旋
盤
の
生
産
を
開
拓
し
た
こ
と
は
今
日
の
機
械
工
業
技
術
の
源
流
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

さ
ら

に
、
横
須
賀
、
長
崎
、
大
阪
な
ど
で
は
銅
船
の
生
産
も
開
始
さ
れ
る
。

し
か
し
、
当
時
の
蒸
気
機
関
の
総
馬
力
数
を
諸
外
国
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
の
ニ
コ
一

O
分
の
つ

ア
メ
リ
カ
の
三

O
O分

機械工業地成成立の基盤

ド
イ
ツ
の
一
五

O
分
の
つ

の
一
、

フ
ラ
ン
ス
の
一

O
O分
の
一
と
い
う
低
さ
で
あ
り
、
し
か
も
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
生
産
額
が
民
間
一

一
工
場
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
余
り
あ
る
状
態
(
明
治
二
三
年
)
で
あ
り
、
ま
た
、

「
明
治
二
十
年
よ
り
三
十
年
ま
で
電
気
哨
筒
、
汽
缶
、

伝
導
装
置
な
ど
諸
工
場
が
増
加
し
た
が
、
概
ね
小
工
場
で
あ
り
陸
上
で
大
き
い
の
は
芝
浦
と
三
吉
く
ら
い
:
:
:
@
」
と
い
う
よ
う
に
、

と

く
に
民
間
工
場
の
地
位
は
低
か
っ
た
。

①
機
械
工
業
の
拡
大
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日
清
、
日
露
の
両
戦
争
は
軍
需
の
大
量
発
生
、
都
市
的
需
要
の
拡
大
、
他
産
業
の
発
展
に
伴
う
産
業
機
械
需
要
の
増
大
、
そ
れ
に
発
電

事
業
の
発
展
な
ど
を
促
し
、
そ
れ
に
よ
り
機
械
生
産
は
増
大
す
る
。
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ま
ず
、

日
清
戦
争
後
に
は
蒸
気
力
が
水
車
動
力
を
完
全
に
上
回
る
に
い
た
る
。

〕
の
期
に
東
京
で
は
通
信
機
(
日
本
電
気
、
安
中
電

気
、
明
電
舎
な
ど
)
、
計
測
機
(
和
田
計
器
、
東
京
計
器
な
ど
)
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
(
金
門
製
作
所
な
ど
)
、
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
(
桜
田
機
械
な

ど)、

エ
ン
ジ
ン
、
起
重
機
(
石
井
鉄
工
所
)
な
ど
の
生
産
が
発
生
、

拡
大
す
る
ほ
か
、

機
関
車
、

懐
中
時
計
な
ど
の
生
産
が
伸
び
て
い

る
。
ま
た
、
名
古
屋
で
は
時
計
、
電
機
、
製
麺
機
、
石
川
県
で
は
リ
ム

(
木
製
)
な
ど
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
造
船
工
業
で
は
明
治

二
九
年
(
一
八
五
九
)

の
造
船
奨
励
法
に
よ
っ
て
呉
、

佐
世
保
両
工
廠
が
完
成
し
横
浜
船
渠
と
浦
賀
船
渠
が
相
次
ぎ
発
足
す
る
な
ど
官
民

工
場
が
相
携
え
発
展
を
と
げ
る
。

一
方
、
軍
工
廠
の
体
制
整
備
に
よ
っ
て
民
開
発
注
が
打
切
ら
れ
、
電
機
工
業
発
展
の
さ
き
が
け
を
な
し
た
東
京
の
三
吉
電
機
は
倒
産
を

予
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
そ
の
技
術
は
芝
浦
製
作
所
、
岡
電
機
、
明
電
舎
、
小
田
電
気
、
深
尾
電
線
、
三
菱
電
機
な
ど
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
今

日
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
以
来
連
綿
と
し
て
軍
工
廠
に
工
作
機
械
な
ど
を
供
給
し
て
き
た
東
京
中
島
工
場
の
名
が

納
入
者
リ
ス
ト
か
ら
消
え
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
芝
浦
製
作
所
、
宮
田
製
銃
所
は
こ
の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
電
機
メ

1
カ

ー
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
新
た
な
体
制
を
も
っ
て
発
展
し
て
行
く
、
当
時
の
機
械
生
産
の
規
模
は
繊
維
工
業
に
く
ら
べ
て
わ
ず
か
に

十
分
の
一
程
度
に
す
ぎ
ず
、
繊
維
工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
革
命
は
機
械
生
産
を
含
ま
ず
進
行
し
た
⑬
こ
と
が
わ
か
る
o

す
な
わ
ち
、

た

と
え
ば
こ
の
時
期
、
東
京
(
池
貝
)
や
大
阪
(
若
山
)
な
ど
で
生
産
さ
れ
て
い
た
工
作
機
械
は
軍
工
廠
の
入
札
権
す
ら
与
え
ら
れ
な
い
な

ど
、
工
作
機
械
、
産
業
機
械
の
殆
ん
ど
は
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
工
作
機
械
工
業
は
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
に
は
ま
っ
た
く

影
響
を
も
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
農
商
務
省
商
工
局
「
工
場
調
査
要
領
」
(
明
治
三
十
五
年
)
は
当
時
の
機
械
工
業
に
つ
い
て
「
現
時
機
械

類
製
作
業
を
営
む
私
立
工
場
中
そ
の
規
模
の
大
に
し
て
設
備
の
完
全
な
る
も
の
は
数
ケ
所
の
造
船
工
場
、
電
気
機
械
類
の
製
作
工
場
の
他

見
る
に
足
る
も
の
少
し
」
と
記
述
し
て
い
る
o



つ
づ
く
日
露
戦
争
は
関
税
自
主
権
の
回
復
、
機
械
へ
の
保
護
関
税
の
設
定
、
鉱
山
業
や
電
力
開
発
の
一
層
の
発
展
、

お
よ
び
兵
器
生
産

の
た
め
の
民
間
工
場
の
育
成
な
ど
を
結
果
し
産
業
機
械
の
国
産
化
、
原
動
機
、
内
燃
機
の
生
産
増
大
、

工
作
機
械
工
業
の
成
立
な
ど
量
的

に
も
、
質
的
に
も
増
大
、
充
実
を
み
る
。
工
作
機
械
に
つ
い
て
い
え
ば
ま
ず
軍
工
廠
の
入
札
権
を
獲
得
し
、
明
治
三
八
年
に
は
五
九
四
台

中一二

O
八
台
を
国
産
で
占
め
て
い
る
o

ま
た
明
治
三
九
年
の
舞
鶴
海
軍
工
廠
の
「
工
作
機
械
要
領
書
」
に
は
「
池
貝
製
作
所
製
も
し
く
は

そ
れ
以
上
の
精
度
を
有
す
る
外
国
製
品
」
と
い
う
指
定
が
あ
り
、
池
貝
鉄
工
所
の
シ
ェ
ア
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
電
機
工

業
で
は
電
動
機
主
体
か
ら
応
用
機
器
⑬
へ
の
発
展
が
み
ら
れ
、

大
容
量
機
器
で
は
依
然
と
し
て
外
国
製
品
の
進
出
に
ま
か
せ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
が
、
小
容
量
機
器
で
は
国
産
品
の
地
位
が
確
立
し
て
い
る
o

な
お
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
機
械
生
産
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
次
章
に

お
い
て
、
生
産
分
布
の
考
察
の
あ
と
論
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

③
成
立
期
に
お
け
る
機
械
工
業
の
分
布

明
治
期
に
お
け
る
工
業
生
産
の
状
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
資
料
の
欠
如
な
ど
の
た
め
に
困
難
で
あ
る
が
明
治
四
二
年
の
工
場
を

機械工業地域成立の基盤

収
録
し
た
全
国
工
場
通
覧
か
ら
機
械
器
具
工
業
の
府
県
別
生
産
額
を
示
し
た
も
の
が
第
4
表
で
あ
る
。
当
時
の
機
械
器
具
工
業
の
内
容
は

今
日
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異
り
、
事
輔
で
は
馬
車
、
人
力
車
、
荷
車
な
ど
を
含
み
、
器
具
の
そ
の
他
に
は
温
度
計
、
金
庫
、
度
量
衡
器
、

楽
器
、
鏡
、
洋
燈
、
瓦
斯
水
道
用
器
具
、
消
火
器
、

工
匠
具
、
刃
物
、
農
具
、
銃
砲
禅
丸
、
兵
器
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て

第
一
次
大
戦
前
、
耐
久
消
費
財
を
の
ぞ
き
、
今
日
の
機
械
工
業
に
連
な
る
も
の
が
一
応
発
生
を
み
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

本
表
か
ら
、

ま
ず
、

工
業
生
産
が
京
浜
と
阪
神
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
続
い
て
は
染
織
工
業
用
機
械
と
車
輔
、
時

計
の
愛
知
、
造
船
の
長
崎
、
鉱
山
用
機
械
の
新
潟
、
福
岡
、
理
化
学
器
械
の
京
都
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
京
浜
、
阪
神
の
二
地
域
に
つ
い
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て
は
、
二

O
O入
以
上
の
工
場
に
つ
い
て
そ
の
七
割
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
が
あ
る
岬

O

た
だ
、
第
4
表
で
は
全
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機械器具生産分布

(千円)

地 域
合計

京都;愛知 j長崎 i福岡! その他主要生産県

22.8 184.9 157.2 189.7佐賀(123.1)，新潟(210.7) 3，460.6 

32.0 2，134.7 

7.9 99.8 

1.5 17.6 一!静岡(4.1) 35.3 

11. 5 Z?o.o 一三重(47.1)，群馬(23.1) 1，050.2 

新潟(1.3) 6.3 

19.4 330.0新潟(460.6) 1，057.1 

13.8 229.7 146.2 218. r新潟(146.2) 7，273.2 

108.9' 652.1: 172.6 問 9:新潟(制札佐賀(242.0)I日 47.2

3.2 o. T 4，656.9 一:北海道ω73丸三重(196刊崎市 7

220.2 0.7 1，116.6 

18.5 

297.2 

7.9 8.1 8.2岡山(4.8) 126.6 

0.4 21. 6 2.2 253.9 

8.4! 250.0: -' 11. 1: 1，812.9 

165.8 一 243.2 

2.3 57.4 

752.6 1，398.0 

3.2 282.3 

一 8.9 

2.6 一 840.2 

4，314.8 

272.61 1，074.8: 5.9: 60.7: 7，144.8 

393.11 1，977.6[ 4，835.4: 809.7] 

(明治44年全国工場通覧による)
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第4表明治42年における

生 産

東京!神奈川!大阪 i兵庫

原動機，同付属品 15.2; 729.9 147.9 

電気機械 1，852. 5.6! 244.5 

機|金属工用機械 63. 9.9; 17.6 

木工用機械 O. 3.6 0.7 5.3 

染織工用機械 84. 11. 8' 482.5 

農業用機械 4. 

械 l採鉱，精錬用機械 177. 一 6.3 6.5 

そ の 他 3，509.7: 228.2 522.0 1，812.6 

計 7，085.7! 334.2! 2，003.5i 1，972.3 

(船 自白 93.8! 1，000.7; 1，884.5; 8，497.9 

|樹闘車電車，客車，貨車 414.9i 450.0i 

車馬 車 18.6i ー

人 カ車 251. 5' 45.3 

|荷 車 24.7 34.1 21. 6; 

輔|そ の 他 173.3 15.1 3.5 

計 882.9: 一 544.5' 25.1: 

|理化学器

56g g s a |医療器 54. 

599. 46.0 

187. 1.1: 

写 真機 7.3: 

具電機付属品 616.3 25.0 196.3 

その他

小計 2，775.4: 46.1: I，396.7239.41a 

: メロL 言十 10， 837. 8i 1，381. 1: 5，829.2! 10，734. 
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体
的
に
み
て
阪
神
が
京
浜
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
に
は
造
船
業
が
四
O
%
を
占
め
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

造
船
は
明
治
後
期
、
阪
神
を
中
心
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
が
、
軍
工
廠
以
外
で
の
大
型
船
建
造
は
三
菱
造
船
所
、
川
崎
造
船
所
、
大
阪
、

工
所
の
三
工
場
に
限
ら
れ
て
い
た
。
造
船
は
前
述
の
如
く
、
純
粋
の
機
械
と
は
い
い
難
い
の
で
こ
れ
を
除
い
て
集
計
す
る
な
ら
ば
阪
神
、

な
か
で
も
兵
庫
の
地
位
が
大
き
く
低
下
し
、
東
京
は
四
五
ガ
と
大
阪
の
二
了
五
話
以
下
を
圧
倒
す
る
。

工
場
分
布
を
業
種
的
に
さ
ら
に
詳
細
に
考
察
す
る
と
、
ま
ず
機
械
部
門
で
は
東
京
に
約
四
七
労
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
生
産

の
約
二
五
%
を
占
め
る
原
動
機
は
本
表
で
は
約
四
O
%
が
東
京
で
、

ま
た
、
二
O
%
が
大
阪
で
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
工
業
史
(
機

械
篇
)

に
よ
る
と
、
明
治
年
聞
に
わ
が
国
で
生
産
さ
れ
た
五
七
台
の
水
車
の
う
ち
四
七
台
が
東
京
で
、
蒸
気
機
関
一
一
O
台
中
七
九
が
東

京
、
二
二
が
大
阪
で
、
ボ
イ
ラ
ー
一
六
五
台
中
東
京
で
七
五
台
、
大
阪
で
六
五
台
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
電
気
機
械

は
全
国
の
約
九
O
%
の
生
産
が
東
京
に
集
中
し
て
い
る
が
、
電
機
工
業
史
に
よ
っ
て
も
主
要
二
一
工
場
の
う
ち
一
二
が
東
京
に
立
地
し
て

い
る
o

鉱
山
用
機
械
で
は
送
風
機
、
さ
く
岩
機
、
選
炭
機
、
堀
さ
く
機
な
ど
が
別
子
、
二
一
池
、
幸
袋
、
足
尾
、
佐
賀
、
新
潟
、
長
岡
な
と

の
各
地
で
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
空
気
圧
縮
機
、
捲
上
機
な
ど
の
生
産
は
東
京
に
集
中
し
て
い
る
。
繊
維
機
械
に
つ
い
て
は
工
場
通
覧
中

も
っ
と
も
工
場
数
が
多
く
、
末
尾
至
行
氏
も
歴
史
地
理
学
会
に
お
け
る
筆
者
の
発
表
へ
の
所
見
の
な
か
で
東
京
に
二
O
一
工
場
、
大
阪
に

で
あ
る
o

一
一
一
一
工
場
を
数
え
る
な
ど
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
生
産
額
は
全
機
械
生
産
の
七
・
五
%
と
鉱
山
用
機
械
を
も
下
回

っ
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、
国
産
機
械
が
輸
入
機
械
と
競
争
す
る
能
力
を
も
ち
う
る
よ
う
に
な
る
の
は
よ
う
や
く
第
一
次
↓
大
戦
以
後
の
こ
と

も
ち
ろ
ん
豊
田
式
織
機
会
社
が
わ
が
国
初
の
統
一
規
格
に
よ
る
量
産
工
場
を
設
立
し
た
(
明
治
四
O
年
)
乙
と
ゆ
や
、
大
阪
、

工
場
は
零
細
規
模
の
も

そ
の
主
体
は
半
木
製
で
あ
り
、

桐
生
、
金
沢
な
ど
で
織
機
の
生
産
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
⑮
は
注
目
さ
れ
る
が
、

の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

一
般
に
織
物
工
場
は
低
賃
金
を
武
器
と
し
て
い
た
た
め
に
円
中
文
助
の
自
動
製
糸
器
械
(
一
九
O
二
)
、
御



法
川
直
三
郎
の
十
二
緒
繰
直
繰
製
糸
機
こ
九
O
三
)
な
ど
す
ぐ
れ
た
機
械
の
発
明
も
経
営
者
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
技
術
史

上
一
片
の
話
題
を
提
供
し
た
に
す
、
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
悉
く
賃
機
組
織
に
な
り
、
元
機
屋
に
お
い
て
自
ら
製
織
を
為
す
が
如
、
き
は
全
く

無
き
:
:
:
」
と
い
う
伊
勢
崎
機
業
の
例
⑬
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
織
物
工
業
の
力
織
機
の
割
合
は
大
正
二
年
(
一
九
二
二
)
よ
う
や
く
一
七

%
で
あ
り
、
こ
れ
が
五
O
M
を
越
す
の
は
第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
資
本
不
足
と
労
働
力
過
剰
の
後
進
国
に
お
い
て
労
働
力
排
他

的
な
機
械
へ
の
投
資
が
急
テ
ン
ポ
に
進
み
得
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
他
の
産
業
機
械
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
他
機
械
は
全
機
械
の
約
四
五
%
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
種
類
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
明
治
工
業
史
に
よ
り
主
要
な

も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
印
刷
機
、
化
学
機
械
、
抄
紙
機
械
、
ポ
ン
プ
、
製
糖
機
械
、
建
設
機
械
な
ど
の
生
産
が
東
京
で
行
わ
れ
て
お
り
、

作
機
械
は
東
京

(
8
)
と
大
阪

(
7
)
が
新
潟

(
3
)
そ
の
他

(
3
)
を
圧
倒
し
て
い
る
。

工

車
輔
で
は
機
関
車
等
が
全
体
の
六
O
%
を
占
め
て
多
い
が
、
人
力
車
生
産
も
そ
の
四
分
の
一
近
く
に
及
ん
で
お
り
九
割
が
京
浜
で
生
産

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
自
転
車
(
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
自
動
車
は
東
京
(
東
京
自
動
車
製
作
所
、
快
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進
社
、
宮
田
製
作
所
)
と
大
阪
(
大
阪
自
動
車
、
砲
兵
工
廠
)
で
試
作
、
生
産
さ
れ
て
い
る
。

器
具
類
の
な
か
で
は
時
計
の
生
産
額
が
高
い
こ
と
、
ま
た
額
は
小
さ
い
が
写
真
機
の
生
産
が
東
京
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
な
か
で
時
計
に
つ
い
て
み
る
と
全
体
で
は
愛
知
が
東
京
を
上
回
っ
て
い
る
o

し
か
し
、
農
商
務
省
統
計
表
(
明
治
四
四
年
)
に
よ
れ

ば
愛
知
は
掛
時
計
で
東
京
に
倍
す
る
生
産
を
あ
げ
て
い
る
が
、
置
時
計
で
は
東
京
を
下
回
り
、
懐
中
時
計
の
生
産
は
皆
無
で
あ
る
。

そ
の
他
、
こ
の
時
期
に
は
ダ
イ
カ
ス
ト
機
、
プ
レ
ス
用
金
型
、

メ
ッ
キ
な
ど
の
工
業
も
発
生
、
展
開
を
示
し
て
お
り
、
機
械
用
鋳
鉄
生

産
も
一
四
四
万
円
に
達
す
る
な
ど
機
械
工
業
底
辺
部
門
の
形
成
が
始
ま
る
。

以
上
、
わ
が
国
の
機
械
工
業
は
京
浜
、
阪
神
を
中
心
に
展
開
を
み
て
い
る
が
、
造
船
を
除
け
ば
東
京
の
地
位
が
圧
倒
的
に
高
く
な
る
。
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明治何年における機械工場の規模

| 工場数 | 機関馬力数 職工数

陸 軍 工 31，233人

政
海 軍 エ 17 32，594 51，530 

直轄府 計 82，563 

工 13，840 
場 電信，灯台用品製造所 65 268 

計 96，771 

93 6，124 30，658 

民 l 機械製造業 262 8，114 15，609 

間 i器具製造業 125 669 6，580 

工鋳金業 98 75 2，869 
場

55，171 

止口、 言十 151，942 

第 5表

帝国統計年鑑(明治42年)による。

ま
た
、
単
に
量
的
地
位
の
み
な
ら
ず
生
産
品
目
数
も
多
い
。
と
く

に
工
作
機
械
、
計
器
、
う
ず
巻
ポ
ン
プ
、
懐
中
時
計
、
写
真
機
.

通
信
器
な
ど
メ
カ
ニ
カ
ル
な
製
品
や
官
需
品
に
お
け
る
地
位
が
高

く
、
こ
の
こ
と
は
東
京
が
そ
の
の
ち
第
一
次
大
戦
を
経
て
大
阪
に

大
き
く
水
を
聞
け
る
@
原
因
と
な
る
。

当
時
の
東
京
に
お
け
る
機
械
器
具
工
場
の
分
布
を
み
る
と
(
全

国
工
場
通
覧
、
明
治
四
四
年
)
総
数
一
九
八
工
場
中
芝
区
(
四

八
)
、
本
所
区
(
三
八
)
、
京
橋
区
(
三
五
)
、
深
川
区
(
二
八
)
、
下

谷
区
(
八
)
、
浅
草
区
(
七
)
、
麻
布
区
(
六
)
と
な
り
、
芝
区
方
面
へ

の
発
展
が
目
立
つ
、

ま
た
、
こ
の
時
期
す
で
に
川
崎
地
区
へ
の
進

出
が
始
ま
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
末
期
に
機
械
工
業
が
か
な
り
の
発
展
を

み
た
と
は
い
え
、
全
体
的
に
は
国
内
市
場
が
狭
少
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
機
械
以
上
に
割
の
よ
い
仕
事
が
山
積
し
て
い
た
当
時

と
し
て
は
、
投
資
の
中
心
は
資
本
の
蓄
積
が
比
較
的
容
易
な
工
業

部
門
、
造
船
部
門
に
向
け
ら
れ
、
工
作
機
械
や
繊
維
機
械
は
「
財

閥
の
捨
て
子
@
」
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
関
税
率



た
と
え
ば
砂
糖
五
O
%
、
綿
糸
、
綿
織
物
、
船
舶
、
機
関
車
各
三
O
%
、
汽
缶
二

五
%
に
対
し
一
般
機
械
類
は
一
O
K
一
五
形
と
、
国
防
、
国
家
事
業
、
そ
れ
に
機
械
の
利
用
者
の
利
益
に
重
点
が
お
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

も
、
従
来
よ
り
改
善
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

た
o

そ
の
た
め
、
わ
ず
か
に
栄
え
て
い
る
機
械
工
業
も
軍
需
に
支
え
ら
れ
る
面
が
大
き
く
、

ま
た
官
営
工
場
に
く
ら
べ
て
そ
の
地
位
は
依

然
と
し
て
低
か
っ
た
(
第
5
表
)
0

全
工
業
生
産
に
占
め
る
機
械
工
業
の
地
位
は
明
治
二
二
年
(
一
八
八
O
)
の
0
・
一
括
か
ら
よ
う
や
く
五
・
四
%
(
明
治
四
二
年
リ
一

九
O
九
)
と
上
昇
す
る
が
、
産
業
機
械
、

工
作
機
械
、
電
気
機
械
な
ど
い
わ
ゆ
る
機
械
部
門
の
生
産
は
船
舶
に
く
ら
べ
ま
だ
低
い
段
階
に
あ

っ
た
o

明
治
四
四
年
の
農
商
務
省
商
工
局
報
告
は
「
明
治
四
三
年
末
現
在
の
機
械
製
作
工
場
(
十
数
個
所
の
造
船
所
を
の
ぞ
く
)
に
し
て

職
工
五
O
人
以
上
を
使
用
す
る
工
場
一
O
O
個
、
中
会
社
組
織
の
も
の
五
O
余
ケ
所
:
:
:
」
と
記
し
て
お
り
、
経
営
組
織
の
上
か
ら
も
弱

体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
機
械
部
門
の
生
産
が
造
船
を
圧
倒
し
、
園
内
生
産
額
が
輸
入
額
を
上
回
る
な
ど
、
産
業
と
し
て
確

立
を
み
る
の
は
第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
機
械
工
業
が
景
観
的
に
も
ま
た
機
能
的
に
も
地
域
的
集
団
を
形
成
し
、

し
か
も

機械工業地域成立の基盤

地
域
内
に
お
い
て
強
い
影
響
力
を
も
ち
大
き
な
存
在
と
な
る
l
l
i機
械
工
業
地
域
の
成
立
を
み
る

i
ー
の
も
次
の
時
期
ま
で
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三
、
発
生
類
型
か
ら
み
た
地
域
的
特
色

明
治
期
に
お
け
る
民
間
機
械
生
産
の
発
生
事
情
、

お
よ
び
そ
の
企
業
ピ
ヘ
イ
ピ
ア
か
ら
、
機
械
工
業
成
立
、
発
展
の
類
型
化
を
行
い
、

141 

発
展
へ
の
素
地
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
o

た
だ
、
造
船
業
は
軍
需
等
に
支
え
ら
れ
す
で
に
港
湾
に
大
型
工
場
の
設
立
を
み
て
い
る
が
、
議
論
の
焦
点
を
明
確
化
す
る
た
め
に
本
章
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で
は
民
間
大
型
船
の
生
産
が
長
崎
、
兵
庫
、
大
阪
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
点
だ
け
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
造
船
業
を
む
し
ろ
条
件
の
一

っ
と
し
そ
の
他
の
機
械
生
産
を
主
対
象
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。
日
本
の
機
械
工
場
の
成
立
は
次
の
よ
う
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
O 

(
A
)
 
鉱
山
基
盤
型

こ
れ
は
諸
鉱
山
に
お
い
て
使
用
す
る
機
械
の
修
理
か
ら
国
産
化
へ
の
道
を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
り
、
三
池
、
筑
豊
(
幸
袋
)
、
佐
賀
、
唐

津
、
別
子
、
宇
部
、
夕
張
、

日
立
、
足
尾
が
こ
の
型
に
属
し
、
こ
れ
に
油
田
基
盤
の
新
潟
、
長
岡
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
れ
に
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
こ
の
型
が
機
械
工
業
成
立
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
が
日
本
で
は
鉱
山
資
本
の
投
機
的
性
格

と
低
賃
金
労
働
依
存
⑫
の
た
め
に
鉱
山
機
械
の
生
産
は
せ
い
ぜ
い
人
力
に
よ
り
採
掘
を
行
う
の
に
必
要
な
作
業
環
境
を
作
り
出
す
た
め
の

風
通
、
排
水
、

お
よ
び
き
わ
め
て
能
力
の
低
い
運
搬
機
械
に
限
ら
れ
、
採
掘
、
選
炭
な
ど
の
機
械
は
発
達
を
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、

と
く

に
最
大
の
炭
田
と
し
て
成
長
す
る
筑
豊
で
は
地
場
資
本
に
よ
る
幸
袋
製
作
所
を
の
ぞ
き
ま
っ
た
く
低
調
で
あ
っ
た
⑧
O

そ
れ
は
財
閥
資
本

が
三
池
(
三
井
)
、
長
崎
(
三
菱
)
、
別
子
(
住
友
)
な
ど
の
機
械
セ
ン
タ
ー
に
生
産
を
集
約
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
o

低
調
な
鉱
山
基
盤
型
地

域
の
な
か
で
、
東
京
を
も
う
一
つ
の
生
産
基
盤
に
加
え
な
が
ら
発
展
を
み
た
日
立
製
作
所
ぞ
新
潟
鉄
工
所
、
そ
れ
に
長
崎
造
船
所
と
八
幡

製
鉄
所
へ
の
依
存
で
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
に
転
身
し
大
を
な
す
唐
津
鉄
工
所
は
特
殊
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
け
ば
一
般
に
生
産
業
種
も

ご
く
限
定
さ
れ
て
お
り
、

と
く
に
メ
カ
ニ
カ
ル
な
分
野
の
比
重
が
低
く
、
こ
の
傾
向
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

(
B
)
 
造
船
基
盤
型

こ
の
型
は
造
船
業
の
造
機
部
門
と
し
て
発
足
を
み
た
も
の
で
あ
り
、
三
菱
の
長
崎
、
神
戸
両
造
船
所
、
川
崎
造
船
所
、
大
阪
鉄
工
所
、

石
川
島
造
船
所
、
鳥
羽
造
船
所
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
。
こ
れ
ら
は
自
体
造
船
所
で
あ
る
と
と
も
に
タ
ン
ク
、

エ
ン
ジ
ン
、

ク
レ
ー
ン
、
建
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田中製造所初期の製品(博物館出品目録による)

シーメンモールス型電信機械

音響機械但リレイ並メートル付

エレキトルマグネット 但パットリー付

レフレント，ガルパニメートル

ラチマルクラークス レジスタンスコイル

ガルパニメートル

エレキトル時計

ダライパンク

船上使用羅針盤

10. 木綿糸取機械

尤蒸汽或は水車に組付運転して相整候

11. 栄螺J笥(揚水機械 3種

これは高田地に水を汲上るに用ふ，蒸汽，水車，風車，牛馬の力を以て運動

し或は入力にても宜し

12. 栄螺寵(新型釜)

13. 家内テレガラフ機械

この機械は下男を呼び，盗人を防ぐに兼用するもの也

14. 風車

右は水揚，精米，粉曳，鋸曳其他に用て可然候

15. 海底家

比機械は海底へ沈みたる物を取る装置也

16， 曲尺目盛機械

1組

l組

11国

2種

2種

2種

1i1固

1個

3種

3種

種々

1i悶

種々

種々

第 B表

1. 

-

-

-

q

L

q

J

d

せ

6. 

n
d
o
o
n
v
 

F 
:J. 

1f固

(芝浦製作所65年史による。)

設
機
械
、
電
気
機
器
な
ど
を
併
産
し
、
次

第
に
機
械
部
門
を
独
立
さ
せ
て
行
く
も
の

で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
後
発
の
造

船
工
場
の
立
地
に
関
し
て
も
同
様
に
認
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
工

業
の
性
格
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

場
合
が
多
い
@
o

(
C
)
 
多
種
生
産
型

」
の
型
の
工
場
は
、
も
ち
ろ
ん
何
ら
か

の
成
立
動
機
は
あ
る
が
、
金
物
加
工
を
よ

ろ
ず
手
掛
け
る
と
い
う
い
わ
ば
カ
ラ
ク
リ

屋
型
で
あ
る
。
第
6
表
に
示
し
た
田
中
製

造
所
を
は
じ
め
、
水
道
バ
ル
ブ
、
艶
出
ロ

ー
ル
、
発
動
機
、
旋
盤
、
歯
車
、

エ
ン
ジ

ン
、
巻
煙
草
機
、
印
刷
機
と
た
ゆ
ま
す
製

口
回
数
を
増
や
し
て
い
る
池
貝
鉄
工
所
、
銃

か
ら
自
転
車
生
産
へ
、
さ
ら
に
自
動
車
試



144 

作
へ
と
進
む
宮
田
製
作
所
、
そ
れ
に
三
田
農
具
製
作
所
や
、
東
京
中
島
工
場
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
o

明
ら
か
に
こ
の
型
に
属
す
る
も
の
と

し
て
東
京
に
一
五
、
大
阪
に
五
(
た
だ
し
大
阪
中
島
工
場
を
の
ぞ
き
製
品
数
は
少
な
い
)
、

京
都
一
(
島
津
製
作
所
)
、
佐
賀
一

(
谷
口
鉄

工
所
)
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
都
市
と
く
に
東
京
を
特
色
づ
け
る
タ
イ
プ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
は
数
え
な
か
っ
た
が
石
川
島

造
船
所
も
成
立
は
造
船
依
存
で
あ
る
が
、
民
営
後
(
平
野
)

の
企
業
ピ
ヘ
イ
ピ
ア
か
ら
考
え
る
と
こ
の
型
に
属
せ
し
め
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う
。(

D
)
 
そ
の
他
の
型

以
上
の
他
、
繊
維
工
業
を
基
盤
と
す
る
工
業
は
ま
っ
た
く
低
調
で
あ
る
o

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
豊
田
式

織
機
の
成
立
は
今
日
の
中
京
機
械
工
業
の
一
つ
の
萌
芽
と
し
て
、
木
工
業
基
盤
の
掛
時
計
生
産
な
ど
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
。
な
お
漁
港

基
盤
の
機
械
産
地
も
ま
だ
発
生
を
み
て
い
な
い
。

四
、
結
び
|
|
機
械
工
業
地
域
成
立
の
原
動
力
|
|

以
上
の
諸
類
型
の
う
ち
、
現
在
ま
で
の
わ
が
国
機
械
工
業
の
発
展
を
支
え
、
大
都
市
地
域
と
く
に
東
京
だ
け
を
生
産
中
枢
た
ら
し
め
て

行
く
の
は
多
種
生
産
型
で
あ
る
。

こ
の
型
の
企
業
は
機
械
類
の
修
理
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
改
良
か
ら
新
製
品
の
開
発
、
生
産
へ
と
コ

l
ス
を
た
ど
る
も
の
で
あ
り
、

た
ゆ

ま
ぬ
開
発
と
漸
新
な
ア
イ
デ
ア
の
追
求
い
わ
ば
知
的
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
基
本
的
な
企
業
ピ
ヘ
イ
ピ
ア
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
田
中
久
重

は
最
初
に
鉄
の
ゼ
ン
マ
イ
を
作
っ
た
人
で
も
あ
る
。
ま
た
、
必
ず
し
も
最
大
利
潤
へ
の
指
向
が
絶
対
的
で
な
い
点
(
こ
の
点
大
阪
は
少
い

が
)
に
も
特
色
が
あ
る
。
地
方
に
お
い
て
も
鍛
冶
、
鋳
物
な
ど
の
技
能
を
基
礎
に
機
械
修
理
を
行
っ
た
も
の
は
多
い
が
、
商
品
生
産
に
ま



で
進
出
し
た
も
の
は
な
く
、
あ
っ
て
も
山
形
や
佐
賀
の
例
の
よ
う
に
わ
ず
か
一
度
の
不
況
で
雲
散
霧
消
し
て
い
る
。

地
方
で
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長
す
る
も
の
は
当
初
か
ら
中
央
大
資
本
に
よ
り
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
大
規
模
で
出
発
し
た
も
の

が
主
体
で
あ
る
が
、
東
京
で
は
そ
の
よ
う
な
形
で
発
足
し
た
工
場
は
な
く
、
前
出
の
田
中
製
造
所
は
も
ち
ろ
ん
宮
田
製
銃
所
も
万
力
二
個

で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
池
貝
鉄
工
所
、
三
土
口
電
機
、
明
工
舎
(
沖
工
場
)
、
精
工
舎
な
ど
い
ず
れ
も
ま
っ
た
く
の
個
人

経
営
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
発
展
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
創
始
者
の
多
く
が
金
、
銀
な
ど
の
細
工
師
や
鋳
物
師
、
あ
る
い
は
銃
砲
師
、

ベ
っ
甲

細
工
師
で
あ
る
点
、
東
京
機
械
工
業
の
本
質
的
性
格
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
、
田
中
久
重
と
同
時
代
に
加
賀
に
あ
っ
た
大
野
弁
士
口
は
写
真

機
、
ミ
シ
ン
、
茶
運
人
形
な
ど
を
製
作
し
、
か
ら
く
り
師
と
し
て
の
名
声
が
高
か
っ
た
が
、
出
身
が
木
彫
細
工
師
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

洋
学
を
学
ぶ
こ
と
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
近
代
技
術
と
し
て
実
を
結
ば
せ
る
こ
と
な
く
明
治
三
年
失
意
と
貧
困
の
う
ち
に
生
涯
を
閉
じ
て

い
る
。
ま
た
、
京
都
に
も
鍛
冶
屋
か
ら
気
球
づ
く
り
に
成
功
し
、

の
ち
に
科
学
教
材
や
理
化
学
器
械
メ
ー
カ
ー
へ
と
転
換
を
遂
げ
た
島
津

製
作
所
な
ど
の
例
が
あ
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。

機械工業地域成立の基盤

以
上
の
よ
う
な
性
格
は
そ
の
の
ち
、
大
正
期
か
ら
発
展
L
今
日
の
い
す
ず
、

日
野
両
自
動
車
、
日
立
精
機
、
日
立
工
機
、
日
立
製
作
所

(
工
作
機
部
門
)
、
ト
キ
コ
な
ど
を
生
み
出
し
た
東
京
瓦
斯
電
気
や
戦
後
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
で
大
を
な
し
、
自

ら
「
工
業
の
モ
ル
モ
ッ
ト
」
と
称
し
た
ソ
ニ
ー
な
ど
、
今
日
に
ま
で
連
な
る
底
流
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
工
場
は
そ
の
発
展
と
と
も
に
、

た
と
え
ば
田
中
製
造
所
か
ら
池
貝
鉄
工
所
が
分
立
し
、
そ
の
池
貝
か
ら
さ
ら
に
岡
本
工
作
機

械
、
伊
藤
製
作
所
な
ど
多
数
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
@
、

ま
た
、
田
中
製
造
所
に
連
な
る
三
吉
電
機
か
ら
明
電

舎
や
石
杉
舎
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
官
営
各
工
場
、
石
川
島
造
船
所
、
芝
浦
製
作
所
か
ら
西
洋
な
ま
型
、
鋳
鍛
造
、
歯
切
、

145 

プ
レ
ス
な
ど
の
基
礎
部
門
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
技
術
者
の
独
立
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
り
技
術
集
団
を
形
成
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し
て
い
る
o

そ
し
て
そ
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
多
層
化
し
な
が
ら
成
長
を
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
田
中
製
造
所
を

は
じ
め
、
石
川
島
平
野
造
船
所
、
池
貝
鉄
工
所
、
一
二
吉
電
機
な
ど
は
京
浜
機
械
工
業
の
源
流
と
し
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ

う

こ
う
い
っ
た
技
術
と
技
能
の
地
域
的
集
積
は
新
製
品
開
発
の
大
き
な
基
盤
と
な
る
と
と
も
に
不
況
の
際
の
強
み
と
も
な
り
、
今
日
ま
で

拡
大
再
生
産
を
く
り
し
返
て
来
た
も
の
で
あ
る
o

大
阪
の
場
合
、
各
種
タ
イ
プ
の
工
場
が
み
ら
れ
混
在
型
と
も
い
え
る
が
、

の
ち
の
成
長

を
支
え
た
も
の
は
多
種
生
産
型
工
場
で
あ
る
。

な
お
、
機
械
生
産
を
支
え
た
も
の
と
し
て
在
来
の
鍛
冶
職
人
、
飾
職
人
、
鋳
物
師
な
ど
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
事
例
が

多
く
認
め
ら
れ
、
そ
の
面
で
、
こ
れ
ら
の
存
在
に
つ
い
て
今
後
さ
ら
に
分
析
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

わ
が
国
機
械
工
業
の
発
展
を
支
え
た
の
は
東
京
を
中
心
と
す
る
多
種
生
産
型
企
業
の
カ
ラ
ク
リ
細
工
的
ピ
ヘ
イ
ビ
ア

で
あ
り
、
そ
の
素
地
は
幕
末
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
技
術
的
基
盤
の
上
に
わ
が
国
の
機
械
工
業
は
つ
づ
く
第
一
次
大
戦
に
よ
る
輸
入
途
絶
期
に
生
産
品
目
数
と
生
産
量
と
を
増

大
さ
せ
て
行
き
、
産
業
資
本
と
し
て
確
立
を
遂
げ
る
o

ま
た
、
機
械
工
場
は
地
域
内
に
お
け
る
相
対
的
地
位
を
高
め
る
一
方
、

工
場
相
互

聞
の
機
能
的
結
合
を
強
め
て
行
き
、
東
京
な
ど
機
械
工
業
地
域
の
成
立
、
発
展
を
み
る
の
で
あ
る
o

注CD 

大
山
敷
太
郎
(
一
九
四
三
)

幕
末
の
世
什
式
製
鉄
事
業
、
竜
吟
社
。



機械工業地域成立の基盤147 

⑬⑪⑬⑬⑬⑬⑫⑪⑬⑤⑥⑦@⑤④①①  

吉
田
光
邦
(
一
九
六
一
)
日
本
技
術
史
研
究
、
学
芸
出
版
社
。

堀
江
保
蔵
(
一
九
四
二
二
幕
末
の
軍
事
工
業
、
重
要
産
業
の
回
顧
、
竜
吟
社
。

高
橋
亀
太
郎
(
一
九
六
八
)
日
本
近
代
経
済
形
成
史
(
上
)
、
東
洋
経
済
新
報
社
。

日
本
産
業
機
械
工
業
会
(
一
九
六
五
)
産
業
機
械
発
達
史
。

有
沢
広
己
他
(
一
九
六
七
)
日
本
産
業
百
年
史
、
日
本
経
済
新
聞
社
。

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
八
)
電
気
機
械
器
具
工
業
の
地
域
構
造
、
地
理
評
四
一

l
'

立
川
昭
二
(
一
九
六
四
)
か
ら
く
り
、
法
政
大
学
出
版
局
。

桟
西
光
速
(
一
九
六
五
)
日
本
産
業
資
本
成
立
史
論
、
お
茶
の
水
書
一
房
。

山
口
和
雄
(
一
九
五
六
)
明
治
前
期
経
済
の
分
析
、
東
大
出
版
会
。

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
六
)
北
九
州
工
業
地
域
の
形
成
、
歴
史
地
理
学
紀
要
8
0

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
O
)

日
本
に
お
け
る
自
転
車
工
業
の
立
地
、
地
理
評
二
三

l
八。

工
学
会
(
一
九
二
九
)
明
治
工
業
史
(
機
械
編
)

日
本
工
作
機
械
工
業
会
三
九
六
七
)
日
本
の
工
作
機
械
工
業
発
達
の
過
程
。

日
本
電
機
工
業
会
(
一
九
五
五
)
電
機
工
業
史
。

板
倉
勝
高
(
一
九
六
六
)
日
本
工
業
地
域
の
形
成
、
大
明
堂
。

丸
山
泰
男
他
(
一
九
六
O
)

繊
維
機
械
工
業
、
現
代
日
本
産
業
講
座
六
、
岩
波
書
防
。

大
阪
商
工
経
済
研
究
所
(
一
九
五
二
)
日
本
の
繊
維
機
械
工
業
。

星
野
芳
樹
(
一
九
五
六
)
現
代
日
本
技
術
史
概
説
、
大
日
本
図
書
。

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
五
)
阪
神
工
業
地
域
の
形
成
、
歴
史
地
理
学
紀
要
7
0

豊
崎
稔
(
一
九
四
一
)
日
本
機
械
工
業
の
基
礎
構
造
、
日
本
一
評
論
社
。

隅
谷
三
喜
男
(
一
九
六
八
)
日
本
石
炭
産
業
分
析
、
岩
波
書
応
。

丸
山
泰
罫
他
(
一
九
六
O
)

鉱
山
機
械
工
業
、
現
代
日
本
産
業
講
座
、
六
、
岩
波
書
広

⑫⑬  @ @@  
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宮
下
武
平
(
一
九
六
O
)

竹
内
淳
彦
(
一
九
六
九
)

造
船
工
業
の
発
展
と
構
造
、
現
代
日
本
産
業
講
座
六
、
岩
波
書
活
。

日
本
に
お
け
る
工
作
機
械
生
産
の
地
域
構
造
、
地
理
評
四
ニ

l

一O
。




